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１ 研修の方針 

授業研究，地域巡検を通して，社会科の指導力の向上を図るとともに,地域に貢献する活動を行う。 

 

２ 研修内容 

 ⑴ 地域巡検 

① 期日 ８月４日（木） 

② 内容 

    両津地区で地域巡検を行った。内容は，○佐渡水産物地方卸売市場見学 ○加茂漁協見

学 ○レガッタ体験 ○佐渡汽船貨物事業部（両津）見学 ○両津火力発電所見学である。

参加者は，佐渡の水産業や運輸，エネルギー事情について理解を深めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

＜佐渡汽船貨物事業部（両津）見学の様子＞   ＜両津火力発電所：発電機＞ 

⑵ 授業研究会 

  ① 期 日 10 月 19 日（水） 

② 会 場 佐渡市立行谷小学校 

③ 授業者 星野 翔 教諭 

④ 学年・単元名 ４学年「水はどこから」 

⑤ 指導者 松ヶ崎小学校 教頭 泉 実 様 

⑥ 主な内容 

問題解決の際に，関連付ける思考に有効に働くとされる「コンセプトマップ」を活用させた

授業であった。子どもが「えっ！」と驚く資料準備や提示の仕方にも工夫が見られ，提案性の

高い授業となった。 

⑶ 小木民俗博物館クイズブック有志の会 

  ・有志の４名で「小木民俗博物館クイズブック」を作成した。12月に佐渡博物館へ完成データを

送付する。平成 29年４月から，小木民俗博物館で使用される。 

 ⑷ 社会科学力向上委員会 

  ・小学生が楽しんで学習し，知識・理解，思考・判断・表現力が増す教材の収集・開発と，情報

発信を行うことを目的としている。有志で毎月１回集まり，実践を収集。平成 29年３月に今年

度分をまとめ，市内各校に向け情報発信を行う予定である。 

 

３ 成果（○）と課題（▲） 

 ○地域巡検，授業研究会においては，社会科教師としての専門性が養われた。 

 ○クイズブックの作成，社会科学力向上委員会では，子どもたちや地域，社会科を専門としていな

い教員への貢献活動を行うことができた。 

 ▲佐渡市の社会科をさらに盛り上げていくために，活動への参加メンバーを増やしていく。 


